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平成 29 年度の主な活動は、以下のとおりです。 

平成 29 年度 総  会 

平成 29 年 7月 12 日（水）、南知多町（会場：南知多町総合体育館）において、愛知県教育委員会生涯学

習スポーツ監を来賓として開催しました（出席者：58 名）。議案（第 1～6 号議案）はいずれも原案のとお

り承認されました。議事終了後、「平成 29 年度県費予算」を企図した愛知県知事・愛知県教育委員会教育

長宛の要望事項「平成 30 年度県費予算に対する要望書」について、愛知県教育委員会生涯学習スポーツ監

を通じて陳情しました。 

１ 議 案 

第 1 号議案 平成 28 年度事業報告 

第 2 号議案 平成 28 年度決算報告及び監査報告 

第 3 号議案 平成 29 年度事業計画（案） 

第 4 号議案 平成 29 年度予算（案） 

第 5 号議案 平成 30 年度県費予算要望事項（案） 

第 6 号議案 役員の選出について 

２ 協議事項 次年度総会開催地について 

○平成 30 年度は岡崎市での開催が決定 
３ 講  演  

講師 石橋 伊鶴氏（南知多町文化財保護委員会） 

  演題 「名古屋城と篠島の石垣採石地について」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛知県史跡整備市町村協議会 会報 第27号   事務局 田原市教育委員会 文化財課（田原市博物館内） 

発 行 平成 30 年 3 月 31 日          電 話 （0531）22-1720 

 

 

 

 

 

 

総会 1 

総会 2 

総会３ 講演：石橋 伊鶴 氏 



研   修   会 

平成 30 年２月 14 日（水）、幸田町里中央コミュニティホーム（研修室）にて「史跡内建造物」をテーマ

に文化庁記念物課 文化財調査官 五島昌也氏をお迎えしてご講演をいただいたほか、意見交換会と島原藩

主深溝松平家墓所の視察を行いました。当日は、33 名の参加者で行われました。（出席者 33 名） 

日 時 平成 30 年２月 14 日（水）午後２時～午後４時５０分 

内 容 テーマ「史跡内建造物」 

前年度の石垣整備に続き、史跡内の構成要素を段階的に

整理し研究することで、今後の整備活用に係る理解を深め

るためにテーマを史跡内建造物としました。 

平成２６年に国史跡に指定された島原藩主深溝松平家墓

所を、史跡内の構成要素となる建造物や石造物、遺構並び

に植生等を含めた不動産の総合的な価値付けを行いながら、

保存環境を整えていく「全体的」保存の先進的事例であり、

その史跡整備において建造物の視点での整備のあり方を研

修しました。 

講演では、整備のあり方を段階的に整理したうえで、建

造物としての「現状」と史跡としての「原状」を擦りあわ

せていく整備の難しさに触れ、保存管理計画と整備基本計

画の位置づけのあり方と整備のいろいろな事例を紹介し、

史跡内建造物のあり方に理解を深めました。 

・意見交換会 

・現地視察（本堂・肖影堂）  

解説 幸田町教育委員会生涯学習課 石原憲人 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地視察では、史跡内の構成要素である本堂をはじめ、指定後の緊急的な整備（土砂撤去）や、解体修理が

待たれる肖影堂、測量をされる東廟所の築地塀の様子を視察し、整備にいたるまでの現状記録の重要性や、

史跡内の山林の整備課題について理解を深めました。 

・講評 愛知県教育委員会生涯学習課文化財保護室 主事  松本 彩 氏 

講演：五島 昌也 氏 

意見交換会 

現地視察１ 現地視察２ 



地 区 協 議 会 

■ 尾張地区協議会 

平成 30 年 2 月 7 日（水） 

会場：新美南吉記念館（半田市）において開催しました。（出席者 24 名） 

内容は次のとおりです。 

●協議事項 

議 題「史跡等の保存活用」ほか 

 内容：史跡整備のあり方、保存・活用方法、予算の 

編成等について意見交換を行いました。 

●視察 

「新美南吉記念館」解説：新美南吉記念館学芸員  遠山 光嗣 氏  

「大池古窯」解説：半田市立博物館専門員  近藤 英正 氏 

 

 

 

 

 

 

○ 平成 30 年度は春日井市で開催 

■ 三河地区協議会 
 平成３０年３月１６日（金） 

豊根村ふれあい会館において開催しました（出席者１６名）。内容は次のとおりです。 

●事例報告「熊谷家住宅について」 

講師 豊根村教育委員会 塚本 新一郎 氏 

●基調報告「重要文化財旧鈴木家住宅保存整備事業について」 

講師 豊田市教育委員会 松川 智一 氏 

●基調報告「豊橋市内の歴史的建造物」 

講師 豊橋市文化財センター 小林 久彦 氏 

●情報交換 

歴史的建造物を文化財保護行政の立場から保存・整備する場合、公

有地化を図ることが第一義である。ただし、課題として建造物の修理

修復には費用的負担が大きく、また活用についても財政的要素はもち

ろんのこと、人材を養成することも必要である。こうした点について、

講師の方々の経験に基づき積極的な情報交換が行われました。 

 

○ 平成 30 年度は知立市で開催 

 

尾張地区協議会研修状況 

新美南吉記念館視察 大池古窯視察 

三河地区協議会研修状況 

情報交換会 



加盟団体一覧 
尾張地区（22 団体） 

名古屋市、一宮市、瀬戸市、半田市、春日井市、津島市、犬山市、常滑市、江南市、 

小牧市、稲沢市、東海市、知多市、豊明市、愛西市、長久手市、東郷町、阿久比町、 

東浦町、南知多町、美浜町、武豊町 

三河地区（15 団体） 

豊橋市、岡崎市、豊川市、豊田市、安城市、西尾市、蒲郡市、新城市、知立市、 

田原市、幸田町、みよし市、設楽町、東栄町、豊根村 ※加盟団体は、平成 29 年度末の状況です。 

企画運営委員会 

企画運営委員会は規約第 12 条に基づき、本会の事業計画等を策定するための実務担当者会議として

設置するものです。平成 29 年度は、総会資料原案と史跡公開促進事業を主要議題として会議を 4 回開

催したほか、研修会・地区協議会の具体案については E メール等を活用して意見集約・意思決定及び

アンケートを行い、議事運営の迅速化・効率化を図りました。 

◇企画運営委員会構成委員(H29 総会前) 

津島市（会長）、南知多町・豊川市・（副会長）、名古屋市・みよし市・新城市（理事）、 

岡崎市・東郷町（監事）、豊田市（前会長）、豊明市・西尾市（前副会長）、田原市(新会長) 

◇第 1回企画運営委員会会議  

日 時：平成 29 年 5 月 18 日（木）午後 1時 30 分～3時 30 分 

内 容：平成 29 年度の事業活動原案の策定及び実施に向けた検討を行いました。 

会 場：愛知県東大手庁舎 2階研修室（名古屋市中区三の丸三丁目 2番 1号） 

◇第 2回企画運営委員会会議  

日 時：平成 29 年 6 月 7日（水）午後 1時 30 分～3時 00 分 

内 容：平成 29 年度の事業活動原案の策定及び史跡公開促進事業に向けた検討を行いました。 

会 場：愛知県東大手庁舎 2階研修室（名古屋市中区三の丸三丁目 2番 1号） 

◇企画運営委員会構成委員(H29 総会後) 

 田原市(会長)、愛西市・安城市(副会長)、津島市(前会長)、南知多町・豊川市(前副会長)、半田市・

幸田町(理事)、蒲郡市(監事)、みよし市・新城市(前理事) 

◇第 3回企画運営委員会会議  

日 時：平成 30 年 1 月 18 日（木）午後 1時 30 分～4時 15 分 

内 容：史跡公開促進事業に向けた検討を行いました。 

会 場：豊橋市文化財センター（豊橋市松葉町三丁目 1） 

◇第４回企画運営委員会会議  

日 時：平成 30 年 3 月 22 日（木）午後 1時 30 分～3時 30 分 

内 容：史跡公開促進事業に向けた検討を行いました。 

会 場：豊橋市文化財センター（豊橋市松葉町三丁目 1） 

会報のデジタルデータ化 

 平成 29 年度事業をまとめた会報『愛史協』第 27 号を PDF データにて作成・発行しました。 

 

 

 

 

 

 

        


